
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する学

習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理解し

郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取組むための実施計画を作成しましたので、福井

市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和５年４月２０日 

学校名 美山中学校  

校長氏名 竹野 亨  

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

   

① 足羽川の環境保全に協力します。 

② 学校で節電・節水・リサイクルに努めます。 

③ 地域と連携し、環境保全活動に努めます。 

２ 取組内容 

① 足羽川の環境保全 

・サクラマスの稚魚を育てて足羽川に放流します。 

 

② 節電・節水・リサイクルの取組 

・昨年度に引き続き、本校の電気料金・水道料金をグラフ化して掲示します。 

・職員室・教室にリサイクルボックスを設置し、古紙のリサイクルに努めま

す。 

③地域と連携しての環境保全活動 

  ・美山地区フラワーロード作業を PTAや地域と連携して実施します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

 

 ①サクラマスレストレーションと連携して、足羽川にサクラマスの稚魚を放流する活動

により、自然環境がいろいろな生物等の循環で成り立っていることに対する理解を深

め、環境保全に対する意識を高める。（多様性） 



様式第２号                                                   （提出日）令和６年１月  日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

 

学校名  

美山中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 足羽川の環境保全に協力します。 

② 学校で節電・節水・リサイクルに努めます。 

③ 地域と連携し、環境保全活動に努めます。 

２ 取組内容 

①足羽川の環境保全 

・サクラマスの発眼卵（約 100個）から育てた稚魚（約 80匹）を足羽川に放流しまし

た。（写真１・２）安田龍司氏（サクラマスレストレーション）から足羽川周辺の生物

多様性について学びました。 

・生徒会が中心となり、足羽川周辺のゴミ拾いを全校生徒で行いました。（写真３・４）

その後、ポスターを作成し（図１）、地域住民にも呼びかけました。 

 

 

 

 

  （写真１）   （写真２）        （写真３）         （写真４）      （図１） 

②節電・節水・リサイクルの取組 

・昨年度に引き続き、本校の電気料金・水道料金をグラフ化して掲示 

しました。（図２）                      (図２) 

・職員室・教室にリサイクルボックスを設置し、古紙のリサイクルに 

努めました。 

③地域と連携しての環境保全活動 

・今年度も、年２回休日に実施される美山地区フラワーロード作業に 

生徒及び教職員が協力できました。（写真５）            （写真５） 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、自然環境が様々な生物の循環で成り立っていることに対する理解を深め、環境

保全に対する意識を高めることができました。（多様性） 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

①１学期の生徒会に続き、２学期の生徒会からも環境美化活動の提案があり実施され

ました。生徒たちの環境保全に関する意識の高まりが感じられました。 

②フラワーロード作業へ協力する生徒が昨年度より増えました。 

【改善点】 

・日常生活で消費する物品や食料品を購入する際、製造過程で使われている資源につ

いて考えることの必要性を啓蒙していき、広い視野をもちながら生活する生徒を育

てたい。 


